
概 要：貯留タンクの材質の見直し
（従来） （新）

FRP製 ⇒ ポリエチレン製

貯留タンクの材質の見直しによりコスト縮減貯留タンクの材質の見直しによりコスト縮減

・薬品タンクの標準仕様を見直したことにより、規格化された量産品のタンクが使用
可能になり、コスト縮減が図れた。

■ ＪＳ全体で機器費を、197百万円から112百万円に縮減。
（全国64箇所 縮減額 85百万円、縮減率 約56％）

効 果

日本下水道事業団

「公共事業コスト構造改革プログラム」
【 施策名： (2) 計画・設計から管理までの各段階における最適化 【1】計画・設計の見直し 】

一品ごとの注文製作品のため高価 規格化した量産品のため安価
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